
主催：京都市保健福祉局障害保健福祉推進室　　

開催日：令和元年５月２８日（火） 

      午前１０時００分～午前１１時４５分（予定） 

      ※ 小雨決行 

【準備するもの】 

服装など：動きやすい服装と靴（雨天時はレインコートと長靴） 

持ち物：帽子・軍手等の手袋・汗ふきタオル・飲み物 

          

【スケジュール】 

  

１０：００  種智院大学 正門前に集合 

       ※ その後，徒歩で農地に移動 

        

１０：１５  玉ねぎの収穫作業の説明 
 

１０：３０  収穫体験 

 

１１：３０  徒歩で種智院大学 正門前に移動 
 

１１：４５    現地解散 
 

 ＜体験先＞ 

 株式会社 中嶋農園 

 京都市伏見区向島で，「超都市近郊農業」を営む農
業生産法人（１９２６年創業）。 

 同じ地域にある高校・飲食店との提携によるオリジ

ナルブランド米の開発や，１日当たり，およそ３００ｋｇ

のキャベツの安定供給等，多角的な農業運営をしてい

 全国的に注目されている「農業」と「福祉」の連携は，障害のある方の職域拡大に新たな可能性を見い出す

ものとして関心が高まっています。 

 この研修会は，実際に農園で野菜の収穫体験をしていただくことで，「やりがい」や「仕事観」，また「自己肯

定感」を得ながら，農業への就労機会とする取組です。  

【集合場所】 
  種智院大学 正門前 

（近鉄 向島駅から徒歩 

 およそ１０分）  

中嶋農園の農地は， 

種智院大学から徒歩５分

圏内にあります。 


